
海岸の砂浜に生える一年草または越年草。茎は匍匐して長さ1mに達し、基部で分枝し、枝はふたたび分

枝する。花は7-10月に小型葉の腋につくか、あるいは大型葉と対生してつく。花弁は黄色、倒卵形で、長さ

約5mm。

但馬、瀬戸内の海岸に記録があるが、淡路以外は消失
したと考えられる。唯一残された淡路の生育地は海浜
の開発で絶滅に瀕したが、緊急の保全策により絶滅を
逃れることができた。2020年版でAランクからEWに変
更した。

海浜の環境を本種が生育可能な状態に回復させ、増殖
した集団を戻す必要がある。

EW

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

写真提供：小林禧樹

ハマビシ科

兵庫県ランク…ハマビシ
環境省ランク… ENTribulus  terrestris  L.

人為性 特殊性 学術性

■ 県内分布

西宮市、明石市、姫路市、淡路市

■ 国内分布

本州（関東以西）、四国、九州

■ 選定理由


